
ながさき移住サポートセンター
Facebook もチェック

平成29年度のU・I ターン者のうち、Uターンをされた方は391名と、   　　前年度の約2倍となっています。県や市町では安心して長崎県に
帰ってきていただくために、さまざまなサポートを行っています。今回、　　 実際にUターンされた方が利用されたサポートなどをご紹介します。

国境離島では創業などへの
支援制度があります！

U・Iターン⽀援専⽤ホームページ
「ながさき移住ナビ」

月～金 9時～17時
※祝日、12/29～1/3を除く
長崎市尾上町3-1
長崎県庁1階
☎095-894-3581（直通）

火～日 10時～18時
※祝日、8/11～16、12/25～1/4を除く
東京都千代田区有楽町2-10-1
東京交通会館8階

（NPO法人ふるさと回帰支援センター内）
☎080-7735-3852（直通）

長崎県へのU・Iターンに関心がある方を応援する
ホームページで、「仕事」「住まい」「暮らし」など、
U・Iターンに役立つ情報を発信しています。

長崎県移住相談会・転職個別相談会のご案内

県政テレビ番組「こちら県庁広報2課」（⺠放4局）でも今回の特集を8⽉に放送します。ぜひご覧ください。

 8 月18日（土）
 9 月  8日（土）
 9 月  9日（日）
10月21日（日）
11月18日（日）

転職個別相談会
しまの暮らし相談会
ふるさと回帰フェア
転職個別相談会
長崎・佐賀合同移住相談会

10月13日（土）
11月10日（土）
  8月25日（土）
  9月17日（月・祝）
12月  2日（日）

移住相談会
転職個別相談会
転職個別相談会
移住個別相談会
移住相談会

Ｕターンされる⽅   が増えています

長崎県は暮らしやすい！

　昨年度から有人国境離島法による各種支援が始
まっています。その一つとして、創業には450万円、
事業拡大には1,200万円を上限に補助※を受けるこ
とができます。
　しまにU・Iターンして、創業などにチャレンジする
方にもお勧めの制度です。
※ 補助率：3/4。雇用要件等あり

※生活コストは、会社などに勤めている人がいる2人以上の世帯
の1カ月あたりの収支です（平成26年全国消費実態調査より）

実収入

残　金

長崎県

434,454

77,415

福岡県

448,114

71,043

東京都

531,150

91,448

単位：円

生活
コスト

Information

福岡では下記以外にも相談会を毎月開催します。

東 京 名古屋 長崎本部 東京窓口
大  阪

福  岡

ながさき移住サポートセンター

県の地域づくり推進課　☎095-895-2241問合せ 検 索ながさき移住

検 索ながさき移住

検 索ながさきの国境離島

中村さん夫妻の「お仕事」探し

幅広い業種から仕事探し

ながさき移住サポートセンターへ相談

現在の勤め先に転職

先輩移住者から

お仕事編

中村博史さん
なかむらひろふみ

（長崎市在住1年） 濱田絵里奈さん
はまだ　　えりな

（平戸市在住4カ月） 高原信昌さん
たかはらのぶまさ

（島原市在住3カ月）

　神奈川県で暮らし
ていた中村さん一家
は、将来的には夫妻
の実家がある長崎県
へのUターンを検討し
ていましたが、2年ほ
ど前から「長崎県で働きたい」と具体的に考えるよ
うになりました。
　まずは「仕事探し」が重要だと考えた中村さん夫
妻は、ながさき移住サポートセンターに相談しまし
た。「相談員の方が産業雇用安定センターなどと連
携して、経験を生かせるさまざまな業種の仕事を紹
介してくださいました」と中村さん。現在、サポートセ
ンターで紹介された勤め先で、新規事業の立ち上げ
などに携わり、「非常にやりがいを感じています」と
力強く語ってくれました。

濱田さんの「住まい」探し

市の「空き家バンク」から情報入手

現在の住居へ転居

市から引越費用の補助を受ける

　平戸市出身の濱田
さんは、夫と二人の子ど
もと鹿児島県で暮らし
ていましたが、「いつか
は平戸にUターンした
い」と考えていました。
自然に囲まれた暮らしに憧れていた家族の後押しも
あり、1年半前からUターンに向けて動き出しました。
　「保険会社に勤めていて、こちらでも同じ仕事をす
ることができたので、仕事面での問題はありませんで
した。住まいについては、先輩移住者から『空き家バ
ンク』を教えていただき、希望の物件を見つけること
ができました」と濱田さん。
　空き家バンクの改修支援補助制度を活用してご自
宅のリフォームを予定しているそうで、これからの生
活に希望が膨らんでいます。

　島原市出身の高原
さんは、大阪府で暮ら
していましたが、昨年
帰 省した際、鯉の放
流イベントに参加し
た子どもが楽しんで
いたのをきっかけにUターンを考えるようになり、今
年4月、妻と子ども二人と一緒にUターンしました。
　「近くに住む両親が子育てを手伝ってくれて助か
りますし、両親も孫と頻繁に会えるようになり喜ん
でいます」と話してくれました。
　「自然に囲まれて子育てしやすく、水道代や新鮮
な農水産物が安い。都市部と比べて出費が抑えられ
るので、暮らしやすく感じます」と高原さん。休日は、
家族で公園に行くなど、新天地での生活を楽しんで
います。

対馬、壱岐、五島列島にU・Iターン
を検討している方は、要チェック！

Check!!
先輩移住者から

住まい編
先輩移住者から

暮らし編

サポートセンターが経験を　　　　  生かした幅広い求人案件を紹介

7 6

特集 おかえり長崎、ようこそ長崎


